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男 子 膀 胱 平 滑 筋 腫 の1例
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MALE BLADDER  LEIOMYOMA  : A CASE REPORT

Hiroyuki Nishiyama, Ken-ichi Nakamura, Masanori Nishimura,

Kazuo Nishimura and Youichi Takahashi

From the Department of Urology, Osaka Red Cross Hospital

   A case of leiomyoma of the urinary bladder in a 40-year-old man is reported. Enucleation of 
the tumor was performed, because transurethral resection-biopsy revealed a bladder leiomyoma. 
Ninety nine cases of a bladder leiomyoma have been reported in Japan, but male cases are rare. 

                                                   (Acta  Urol. Jpn. 38: 949-952, 1992) 
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緒 言

原発性膀胱腫瘍の大部分は上皮性腫瘍であ り,非 上

皮性腫瘍は1～5%Dと 少 なく,そ の半数は非上皮性

悪性腫蕩である.非 上皮性良性腫瘍である膀胱平滑筋

腫は比較的稀な疾患とされていたが,す でに本邦でも

100例 近 くの報告がある.し かし,大 半は女性に発生

し,男 性例は稀である.最 近われわれは男子膀胱平滑

筋腫の1例 を経験したので文献的考察を加えて報告す

る,

症 例

患老:40歳,男 性

主訴=残 尿感

家族歴=父 は膀胱腫瘍にて死亡

既往歴 ・3歳 頃小児喘息に罹患.10歳 頃右鼠径ヘル

ニアにて手術を受けた.

現病歴;1990年9月 頃より残尿感を自覚していた.

同年10月4日 近医受診し,超 音波検査にて膀胱腫瘍を

指摘され,10月15日 当科初診とな った.

入院時現症:身 長160cm,体 重71・5/kg・ 鼠径部に

手術搬痕を認める以外は胸腹部に異常所見なく,表 在

リンパ節も触知 しない.

入院時検査:一 般血液検査,凝 固機能検査には異常

は認めなか った.尿 検査では潜血および軽度膿尿を認

めた,尿 細胞診は陰性であった.

膀胱鏡所見:膀 胱頸部より左側壁にかけ て,表 面

平滑で正常粘膜に覆われた鶏卵大の隆起性病変を認

めた.

画豫診断所見=DIPで は 上部尿路に異常なく,膀

胱 部左側に37×15mmの 陰 影欠損を認めた.造 影

CT(Fig.1)で は膀胱頸部から左側壁にかけて内部

構造が不均一に造影される腫瘤を認めた.MRI(Fig

2)Tl強 調画像では腫瘍はIowintensityに,T2

強調画像では一部にhighintensityを 認 めるが全体

的にはIowintensityで あ った.画 像診断より腫瘍は

膀胱外部 よりの圧迫ではなく膀胱原発と考えられた.

以上より膀胱粘膜下腫瘍特に膀胱平滑筋腫を疑い,

TUR-biopsyを 施行 した.生 検の結果,平 滑筋腫の

診断をえたため,1990年ll月5日 膀胱高位切開にて膀

胱腫瘍摘出術を施行した.腫 瘍は正常粘膜に覆われて

お り,尿 管 口外側から左側壁にかけて認めたが,尿 管

口より離れていた。表面の粘膜を切開したところ,腫

瘍の大半は筋層内に存在 したが,周 囲の筋層から比較

的容易に剥離摘出できた.

病理組織学的所見(Fig.3):摘 出標本は35×25×

22mm,10gで,割 面は灰 白色で一部に出血を認め

た.光 顕像では紡錘形の平滑筋細胞が錯綜 していた.

核の分裂像や異型性は認めず平滑筋腫 と診断した.

術後経過は良好で,術 後14日 で退院となり,術 後10

ヵ月経過した現在再発を認めていない.
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Tablel.Ageandsex

國 男性

口 女性

10～1920～2930～3940～4950～5960～69 70～

年齢(鋤

Tab且e2.Clinicalsignsandsex

=
男(26例) 女(68例)

Fig,2.A:ctsagittalTI-WIofMRI.

coronalT2-WIofMRI,

考 察

B:a

膀胱平滑筋腫は 原発性膀 胱腫瘍の0.3～O.5%程

re2・3)と比較的稀である 膀胱平滑筋腫を集計する際.

平 滑筋腫と線維筋腫とを病理学的に区別するか否かは

議論のある4)と ころだが,わ れわれは平滑筋腫 と明記

されているもののみを集計した.本 邦では永瀬 ら5)が

最初に報告してお り,今 回検索しえたかぎりでは自験

例を含めて99例 の報告を認めた.し か し,自 験例のよ

うな男子発症例は26例 のみと少なく,性 差による発生

頻度の相違があった・

膀胱平滑筋腫の臨床像について検討したところ・発

症年齢は17～80歳 まで,大 きさは数9か ら3,200gま

で認めた.発 生様式は粘膜下型が,発 生部位では頸部

から三角部がやや多い.臨 床症状は発生様式,発 生部

位,大 きさにより異なるといわれているが,血 尿 。頻

血

頻

尿

尿
排尿障害(尿 線中絶も含む)

尿 時

下腹部痛 。不快感

下 腹 部 腫 瘤

尿道ロ腫瘍脱出

腰 痛

側 腹 部 痛

反復性尿路感染

症状なし(検 診等)

尿

残
尿

排

閉

尿 感
失 禁

痛

17

7

7

1

2

2

6

0

1

0

0

0

0

0

(65.4%)

(26.9%)

(26.9%)

(3.8%)

(7.7%)

(7.7%)

(23.1%)

(3.8%)

13(19.1%)

30(44.1%),

18(26層4%)

9(13.2%)

7(10層3%)

2(2.9%)

16(23。5%)

10(14.7%)

6(8.8%)

3(4.4%)

2(2.9%)

1(1.5%)

1(1.5%)

5(7.4%)

尿 ・排尿困難を主訴にする症例が多い.

性 差別に臨床像を比較してみたところ,好 発年齢は

女性は30～40歳 代,男 性は50～60歳 代であった(Ta-

blel).発 生様式,発 生部位,大 きさでは性差による

明らかな違いは認められなかったが,臨 床症状では男

性は血尿が多く,女 性は頻尿 ・排尿困難 ・排尿痛が多

かった(Table2).
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診断には膀胱鏡,超 音波,CT,血 管造影等の検査

が行われて いるが,平 滑筋腫に特徴的所見は認めな

い.最 近では腫瘍の質的診断に対してMRIが 有 効

であるといわれている1・6)が,治 療方針を決定するう

えで最も重要 となるのは生検による病理学的検索であ

る.粘 膜下腫瘍の場合,punchblopsyの みでは診断

に十分な組織量がえられないことが多く,わ れわれは

MRI等 の画像診断にて膀胱粘膜下腫瘍特に膀胱平滑

筋腫が疑われた際には,積 極的にTUR-biopsyま た

は針生検(経 膣的7),経 腹的8))を 行 うべきと考えて

いる.治 療は膀胱保存手術が望ましい.有 茎性の場合

はTUR-Btが 適 しているが,自 験例のような非有茎

性の場合はTURで は腫瘍の一部が残存し再発する

危険9)があり,腫 瘍摘出術が適切である.

一般に平滑筋腫はさまざまな臓器か ら発生するが
,

95%以 上が女性の生殖導管を発生母地とし10),特 に子

宮筋腫は30～40歳 代 の性成熟期の女性に好発する.そ

の発生,発 育には筋腫局所での内分泌学的異常が示唆

されてお り11),特にエス トロゲン過剰とプロゲステロ

ン不足の関係が指摘されている.

実験的にはLipschUtzら12)Vま,モ ルモットに長期

間,大 量のエストロゲン剤を投与し,腹 腔内に多発す

る筋腫様腫瘤を作成 している.藤 井ら13)はエス トロゲ

ン単剤では腫瘍の構成細胞は線維芽細胞であるが,低

濃度のプロゲステロンをともに作用 させると,平 滑筋

様細胞と脱落膜様細胞で構成される腫瘤が発生するこ

とを明らかにした.こ の実験腫瘤はLeiomyomato-

sisperitonealisdisseminataと い う筋腫の特殊な病

態と類似してお り,筋 腫の発生に性ホルモンが関与し

ていることを示唆 していると思われる.

子宮以外の臓器から発生した平滑筋腫についてみる

と,尿 道平滑筋腫の場合,30～40歳 代 の女性に多く

(女1男=66:2),妊 娠中に発見された例や,出 産

後や月経開始後に腫瘍の増大した例があり,女 性ホル

モン依存注である可能性が示唆されている14).一 方,

消化管15),軟 部組織16)等にも比較的好発するが,発 生

頻度に性差はなく,50～60歳 代に多く,女 性ホルモγ

に対する依存性はないように思われる.こ のように平

滑筋腫は発生臓器により女性ホルモンに対する依存性

が異なるため,性 差別の発生頻度や好発年齢が異なる

と推察される.

膀胱平滑筋腫の発生原因は定説はないが,1)炎 症,

2)血 管周囲の過形成,3)内 分泌,4)dysontogene-

ticな どの説17)があ る.女 子膀胱平滑筋腫は性成熟期

である30～40歳 に好発 し,女 性ホルモンとの関連性を

示唆する報告7・18)がある.一 方,男 子膀胱平滑筋腫の
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好発年齢は50～60歳 と消化管や軟部組織における好発

年齢と同じである,膀 胱平滑筋腫の場合,性 差により

発生頻度や年齢分布が異なるのは,発 生原因が性差で

異なるためではないかと考えられた.

結 語

40歳 男性に発症 した膀 胱平滑筋腫の1例 を経験し

た.自 験例は本邦99例 目,男 子膀胱平滑筋腫 としては

26例 目であった,
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